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くまもと県民交流館のうち物産、観光等に関する情報を提供する施設（くまモンスクエア）
指定管理業務仕様書
　くまもと県民交流館のうち物産、観光等に関する情報を提供する施設（「以下「くまモンスクエア」という。」）の指定管理者が行う業務の内容及びその範囲等は、この仕様書による。
第１　趣旨

　　本仕様書は、くまモンスクエアの指定管理者が行う業務の内容及び履行方法について定めることを目的とする。
第２　くまモンスクエアの概要

１　名　称　くまモンスクエア
２　所在地　熊本市中央区手取本町８－２　テトリアくまもとビル１階

３　くまモンスクエアの概要　　
	区　　分
	内　　　容

	面積等
	・全体面積　　　　　206.61㎡ (62.61坪) 
・天井高　　　　　　3.9m

・床　　　　　　　　ＯＡフロア

	設　　備
	［基本設備］

・電気　　　　　　　動力電源　３相３線　200V・20Kw
　　　　　　　　　　一般電源　単相３線　100V／200V　60A×２系統

・通信回線　　　　　光回線
・バトン　　　　　　リモコン操作自動巻き上げ式　W=４m　耐荷重15Kg

・水道設備　      　二層シンク１カ所

・ガス設備　      　元栓のみ有り
（使用に当たっては別途使用申請、契約等が必要）
・照明　　　　　　　ダウンライト（ＬＥＤ） 　　　　 36台

　　　　　　　　　　ペンダントライト　　　　　　　　４台

　　　　　　　　　　ベースライト　　　　　　　　　　25台

※設備については、財産台帳のとおり
［主要機器］
・電動昇降バトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１台
・製氷機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１台

・原動機付自転車　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１台

・冷凍冷蔵庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１台
・空気清浄機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 １式

・液晶ビジョン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１台

・電子レンジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１台

※備品については、物品台帳のとおり


４　くまモンスクエアの機能
　　くまモンスクエアは、平成25年７月から、熊本県ＰＲキャラクター「くまモン」を活用した県の施設として運営を行っている。
　　くまモンスクエアの具体的な機能は、次のとおりとする。
（１）くまモンステージ
（２）くまモン・観光に関する展示コーナー及びフォトスポット
（３）大型スクリーンを活用したＡＲゲーム等コーナー
（４）県産品、特産品等の物産販売コーナー
（５）県産品、特産品等を活用した飲食コーナー　
　５　休館日・開館時間
　　　くまもと県民交流館条例第５条第２項に基づき、休館日は12月31日から１月２日までとする。
また、同条例第６条第１項に基づき、開館時間は午前10時から午後７時までとする。ただ
し、必要があると認めるときは、あらかじめ知事の承認を得て、くまモンスクエアの休館日・
開館時間を変更することができるものとする。
　

第３　管理に要する経費について

くまモンスクエアの管理に係る経費は、県から支払う委託料のほか、物販・飲食事業及び自主事業に伴う収入によって賄うこととする。

なお、くまモンスクエアには利用料徴収の対象となるスペースがないため、利用料金収入はない。

１　指定管理者の収入として見込まれる内容

（１）委託料

　県は、指定管理者に対し、「第５　業務内容」１及び２に係る経費の一部を、管理運営業務
に対する委託料として支払う。

委託料の額は、事業計画書で提示された額に基づき、指定管理者と県で締結する協定書で定
める額とする。　
　（２）物販・飲食事業及びイベント企画・運営による収入
指定管理者は、「第５　業務内容」１（４）、（５）、（６）に掲げる事業により得た収入を、自ら収受することができ、全額指定管理者の収入とし、その中から企画や管理運営にかかわる諸経費とすることができるものとする。なお、余剰金が発生した場合の取扱いについては、別途協定書に定める。
　（３）自主事業収入

指定管理者は、「第５　業務内容」３に掲げる事業により得た収入を、自ら収受することが
でき、全額指定管理者の収入とし、その中から企画や管理運営にかかわる諸経費とすることが
できるものとする。なお、余剰金が発生した場合の取扱いについては、別途協定書に定める。

２　指定管理者の支出として見込まれる内容
　指定管理者は、「第５　業務内容」に掲げる業務に要する、人件費、光熱水費、一般管理費、
通信費、維持管理費、修繕費、事業費等の諸経費を負担すること。
経費には、くまモンスクエアが入居する「テトリアくまもとビル」管理組合及び同施設部会
へ支払う管理経費を含むものであり、金額は同施設の持分割合に応じて定められる。
　この経費については、翌月分を当月末までに管理組合及び施設部会へ支払うこととなってお
り、指定管理者は令和９年(2027年)４月から負担すること。
第４　リスク分担について

　　県と指定管理者との管理業務に係るリスク分担については、別記２のとおりとする。

　　なお、表中にないリスクが生じた場合については、県と協議のうえリスク分担を決定すること
とする。

第５　業務内容
　１　くまモンスクエアの運営に関する業務【指定管理業務】
　（１）くまモンステージ
　　　　・「くまモン」との交流を通し、来館者等への物産、観光等情報を発信するスペースとして活用すること。
　　　　・「くまモン」（くまモン隊）の出動を活用しながら、来館者の満足度を高めるステージ企画及び運営を行うこと。
　（２）くまモン・観光に関する展示コーナー及びフォトスポット
・くまモンに関する展示コーナー（FAN’S HOUSE）に、「くまモン」の活動実績に関する展示物等（トロフィー、賞状、コラボ商品、写真等）を配置し、来館者の自由な見学に供することにより、「くまモン」を県民全体の財産として誇りに感じてもらうとともに、県内はもちろんのこと、県外・国外のファンへ魅力を伝えること。
・熊本の物産、観光などの情報の収集を行い、来館者等へ効果的に発信すること。
・フォトスポットのくまモンを適切に維持・管理すること。

・定期的な展示物等の変更により、飽きさせない展示演出に努めること。
（３）大型スクリーンを活用したＡＲゲーム等コーナー
・くまモン不在時など、ＡＲコンテンツを活用し、来館者の満足度の向上に努めること。
・ミュージックビデオ等の動画を活用し、くまモンや物産・観光情報を発信すること。
・ＡＲコンテンツの遊び方の説明、実演等により、多くの来館者が楽しめるよう工夫すること。
（４）県産品、特産品等の物産販売コーナー（物販事業）
・県産品（食品及び非食品）の展示販売により、県産品及び県内物産事業者の振興を図ること。
・施設限定商品の開発・販売など、話題性や来館者満足度を高める工夫を行い、来館者のニーズに応える商品構成に努めること。
・営業部長案件商品のうち可能な商品につき、一定期間展示、配布、販売等を行うこと。
・営業部長案件に関する情報及び商品については、県と連携のうえ入手すること。
・各種コンクール等の受賞商品、関係機関の支援に基づき開発された特産品など、情報発信の観点に立った品揃えにも配慮すること。

・商品説明や接客対応を適切に行うほか、取扱商品の品質管理には十分配慮すること。
・くまモングループが管理する「くまモンランドオフィシャルサイト」内に設置している

ＥＣサイトを管理・活用し、販路拡大に努めること。

※営業部長案件商品とは、くまモンのブランド価値向上のために国内外の有名メーカー・
ブランドとくまモンがコラボレーションした商品のことをいう。
（５）県産品、特産品等を活用した軽食コーナー（飲食事業）
・県産食材を活用した軽食や飲料等の提供を行い、県産品の振興を図ること。
・季節メニュー等の導入により、話題性や来館者の満足度を高める工夫に努めること。
・建物構造上、火気や臭気の多く出る本格調理には不向きなため、簡易的な調理を基本とすること。
・必要な厨房什器や備品類は指定管理者において導入すること。

・食品衛生法上の許可手続や必要人員等に関しては、指定管理者において対応すること。

・商品説明や接客対応を適切に行うとともに、飲食物の衛生管理には十分配慮すること。
（６）イベント企画・運営

・くまモンを活用した効果的な熊本県の様々な情報発信（ＰＲ活動）及び来館の動機づけにつながるイベントの企画運営を行うこと。
・イベントの具体的な内容については、県と協議のうえ行うこととするが、下記の内容となるよう努めること。
　①くまモン不在時でも来館者に満足していただけること。
②世界各国からの来館者に満足していただけること。
③国内の来館者が再度訪れたくなるようにすること。
　④県内各地への誘客を促すこと。
　（７）ホームページ・ＳＮＳの活用
　　　　・ホームページ、ＳＮＳを活用し、情報発信に努めること。
　　　　・ホームページについては、くまモングループが管理する「くまモンランドオフィシャルサイト」内に設置しているページを使用・管理すること。
・コンテンツ掲載及び記事、特集等の掲載内容については、県が確認し、変更、修正等の
指示を反映したうえで実施すること。
・ホームページについては、イベントカレンダーのページを制作し、イベント情報を適宜
更新すること。

　　　　・多言語化の対応に努めること。
　　　　・熊本県ウェブアクセシビリティ対応方針を準拠すること。

　　　　・より高いアクセシビリティ、ユーザビリティを達成するために、必要に応じて更新する
こと。
　　　　・関係法令の遵守に努めること。
　　　　・事故等が発生した場合は速やかにこれを処理し、ただちに県に連絡すること。

・その他疑義が生じた場合は、その都度県と別途協議のうえ処理すること。
２　くまモンスクエアの維持管理及び修繕業務【指定管理業務】
（１）くまモンスクエアの適正な運営のため、指定管理者はくまモンスクエア及びその設備の保守管理・修繕等を行うこととし、小規模な修繕については、原則として指定管理者の負担において行うこと。なお、修繕費は各年度300,000円（消費税を除く。）を基準額内で積算しているが、合計額がこの額を超える場合であっても、指定管理者は、くまモンスクエア及びその設備の損傷のうち小規模なものについては、修繕を行うこと。

（２）指定管理者は、くまモンスクエアの良好な環境衛生と美観の維持に心がけ、くまモンスクエアとしての安全かつ快適な空間を保つため、適宜清掃を行うこと。

（３）指定管理者は、くまモンスクエア内の秩序を維持し、事故、火災等の災害及び破壊等の犯罪の発生を警戒、防止し、財産の保全を守るため、保安警備を適切に行うこと。

（４）廃棄物の処理は、定められた処理方法により、事業ゴミとして処理業者に所定の料金を支払い、適正に処理すること。生ゴミについては、定められた場所へ運搬し処理すること。

３　自主事業【任意業務】　
くまモンスクエアの運営・管理業務を妨げない範囲で、効用を高める目的において、自ら事
業を企画し、実施することができることとするが、次の事項に留意すること。
（１）事業内容及び方法等については、あらかじめ県に協議のうえ、承認を得ること。
（２）事業内容については、県の観光及び物産等の振興を図る内容や、くまモンスクエアの利用促進・来館者増加に繋がる内容など、設置趣旨に沿ったものとし、くまモンスクエアの運営と関連性が認められない内容を実施することはできない。
（３）「くまモン」に関する各種コンテンツ（イラスト・写真、映像、音楽等）を活用した事業の提案は可能だが、「くまモン」の有する性格付け（公務員、男の子など）を最大限尊重するものとし、キャラクター管理上不適当と判断されるような内容を実施することはできない。

（４）事業に係る経費についてはすべて指定管理者の負担とし、事業による利益は指定管理者の収入とすることができることとする。

（５）事業の参加者等から対価を得る場合には、公の施設として適切な範囲内で金額を設定すること。また、その内容についてはあらかじめ県に協議し、承認を得ること。
なお、くまモンスクエアへの来館自体は無料とし、入場料に相当する対価徴収はできない。
　 （６）自主事業の実施は必須ではないが、来館者の増加、事業収入の確保等の観点に鑑み、積極的な企画・実施に努めること。

４　その他、くまモンスクエアの管理運営上必要と認める業務
その他、くまモンスクエアの管理運営上必要と指定管理者が認める業務については、県と協
　　議のうえ、実施の可否について決定する。
第６　業務内容に係る特記事項
１　多様な利用者への対応

子どもや高齢者、障がい者等、誰もが楽しく安全に過ごすことができるよう施設の維持管理・運営に努めること。
２　「くまモン隊」の活用

　　　「第５　業務内容」のうち、特に「１（１）」については、「くまモン隊」を活用する。

　　　「くまモン隊」は、原則として平日は1日1回、土日祝日は1日２～３回程度来館し、来館時間については「くまモン隊」のスケジュールの状況等に応じて決定する。実施内容は、ステージパフォーマンス及び来館者との触れ合い等を予定している。
　　　これに関する業務事項等に関しては、次のとおり。

　　　なお、「くまモン隊」の出動に係る費用については、県が別途負担する。

　　（１）「くまモン隊」運営会社等と協議のうえ、ステージ等の具体的実施内容について企画・運営を行うこと。

（２）ワゴン車用駐車スペースを１台分確保すること。月極契約等により開館時間内は常時利用できるようにすること。場所については、「くまモン隊」の移動の際の利便性や安全面から、できる限り鶴屋東館地下駐車場とすること。「くまモン隊」の来館時間以外においては、指定管理者が搬入等その他の指定管理業務のために利用することができるものとする。

３　「くまモン」の各種コンテンツの活用

　　　「第５　業務内容」において、「くまモン」の各種コンテンツ（イラスト・写真、映像、音
楽等）の効果的な活用を図ることとし、具体的企画の提案及び実施に努めること。
　　　なお、提案内容の実施に当たっては、県が定める「熊本県キャラクターくまモン・くまもと
サプライズロゴの利用に関する規程」に準じた取扱いを行うこととし、実施の可否及び具体的
事項についてはあらかじめ県の承認を得ること。
　４　情報発信及び各種取材への対応
（１）くまモンスクエアに関する情報を積極的に国内外へ発信するよう努めること。

（２）必要に応じ、国内外からの取材等に応じること。ただし、取材内容に疑義がある場合は、あらかじめ県と協議のうえ、取材に応じるものとする。
５　海外からの来館者対策

（１）できる限り、多言語による応対ができるよう努めること。

（２）海外からの来館者に満足していただけるような取組みを行うこと。
（３）国別来館者数等、海外からの利用状況の把握に努めること。
（４）災害時、非常時等に速やかに海外からの来館者を避難誘導できるよう努めること。

　　
第７　指定管理業務に係る基準
１　組織及び人員配置等
（１）人員配置

①　くまモンスクエアが本県の物産、観光等の情報を発信することを目的とした施設であ
ること、物販・飲食事業、その他の自主事業により収入を得ながら運営する施設である
ことなどを踏まえ、その管理運営を実施するために必要な執行体制を確保するとともに、
労働基準法を遵守し、管理運営を効率的に行うための業務形態にあった適正な人数の職
員を配置すること。
　　　②　総括管理責任者を１名配置すること。

　　　③　職員の勤務体制は、くまモンスクエアの管理運営に支障がないように配慮するとともに、
来館者の要望に応えられるものとすること。

　　　④  防火責任者を配置すること。
（２）職員研修
職員の資質向上を図るため、計画的な研修等を行い、くまモンスクエアの管理運営に必要
な知識と技術の習得に努めること。
２　くまモンスクエアの適正な管理に関する取組み
（１）個人情報の取扱い
個人情報を取り扱う場合は、その取扱いに十分留意し、漏えい、滅失及びき損の防止その
他個人情報の適切な管理に努め、個人情報を保護するために必要な措置を講じること。
（２）情報公開
指定管理者が管理業務を行うに当たり作成し、又は取得した文書等で指定管理者が管理し
ているものについては、情報公開が可能なものについて、情報を公開すること。

（３）文書の管理・保管
指定管理者が業務に伴い作成し、又は受領する文書等は、別途文書の管理に関する規程を
定め、適正に管理・保存すること。また、指定期間終了時には、県の指示に従って、文書の引き渡しを行うこと。
（４）危機管理体制の整備
自然災害、人為災害、事故等あらゆる緊急事態、不測の事態（「武力攻撃事態等における
国民の保護のための措置に関する法律」に定める避難施設として使用される場合も含む。）に適切に対応できるよう危機管理体制を構築し、対応マニュアルを作成の上、県に提出すること。また、随時訓練を実施すること。
（５）守秘義務
指定管理者は、指定管理業務を行うに当たり、業務上知り得た内容を第三者に漏らしたり、
自己の利益のために使用することはできない。指定期間終了後も同様とする。
（６）保険への加入
指定管理者は、協定書及び仕様書に定める自らのリスクに対して、適切な範囲で保険に加
入すること。
（７）環境保護への配慮
省エネルギー、廃棄物の発生抑制、リサイクルの推進、廃棄物の処理、グリーン調達等を
推進し、環境保護への配慮に努めること。
　（８）定例会の開催
　　　　指定管理者は、月に１回（10日までに）対面若しくはＴＶ会議等にて県の担当等と定例会
を開催し、月次報告や懸案事項の検討等を行うものとする。

第８  再委託の禁止
指定管理者は、業務を一括して第三者に委託することはできない。
なお、「第５　業務内容」１（４）、（５）、（６）及び２に掲げる業務のほか、県が承認する業務等については、第三者に委託することを認める。
また、業務を委託する場合には、県の書面による承認を得ること。
第９ モニタリング
県は、指定管理者の業務に関するモニタリングを実施する。
１　モニタリングの方法
県は、指定管理者から提出された業務報告書、事業報告書その他の報告及び指定管理者が行う来館者へのアンケート等により、管理運営業務の実施状況及びその内容が要求水準を満たしているかについて検証を行う。
指定管理者は、年に１回以上、来館者にアンケートを行ったうえで、自己評価を行うこと。その評価はモニタリングの参考とする他、次年度の事業計画作成のための基礎資料とすること。
２　モニタリングの時期

モニタリングは原則として年に１度実施する。ただし、県が必要と判断したときは、随
時実施する。
３　指定管理者が県の要求水準を満たしていない場合の対応
モニタリングの結果、指定管理者の管理が業務要求水準を満たしていないと認められるときは、県は指定管理者に対して改善等必要な指導を行う。これに従わない場合は、業務の停止、又は指定の取消しを行う。
第10　事業計画書及び事業報告書
１　事業計画書の作成
指定管理者は、毎年度２月末までに翌年度の管理運営に関する事業計画書を作成し、県に提
出すること。
事業計画書の主な内容は次のとおりとし、作成に当たっては、県と調整を図り、事業計画書
の内容について、県の承認を受けること。
なお、指定管理者は、事業計画に変更の必要が生じた場合は、すみやかに事業変更計画書を
県に提出し、県の承認を受けること。
※　令和６年度(2024年度)の事業計画書については、協定締結時までに作成し、県の承認を受けること。
（１）管理運営体制
（２）事業の概要及び実施する時期
（３）管理運営に要する経費の総額及び内訳
（４）その他県が必要と認める事項
２　事業報告書の作成　
（１）事業報告書
指定管理者は、毎年度終了後２か月以内に、事業報告書を県に提出すること。事業報告書の内容は次のとおり。
①  年間業務実績報告
②　運営に係る収支報告
③  自己評価報告
④  その他県が必要と認める事項
（２）業務報告書
指定管理者は、毎月、業務報告書を作成し、翌月10日までに県に提出すること。
業務報告書の内容は次のとおり。
①　月間利用状況
②　自主事業実施状況

③　月間収入状況
④  来館者からの苦情とその対応状況
⑤　イベント実施状況
⑥  その他県が必要と認める事項
（３）日報の作成について
くまモンスクエア及びその設備の維持管理・修繕業務に関する事項については、業務別
に日報を作成し、県の求めに応じ提出できる体制を整えること。
（４）その他
①　帳簿類及び事業報告書、業務報告書の基礎となる書類については、指定管理者は県の
求めがあったときは、すみやかに提出すること。
②  事故や来館者の苦情のうち重要と判断される案件等については、随時、速やかに県に
報告すること。
第11  会計処理
くまモンスクエアの会計処理については、指定管理者の財務規程により処理すること。ただし、適正な管理運営や公共施設としての公平性の確保上、指定管理者の財務規程が適正を欠くと認めたときは、県は指定管理者に対し、くまモンスクエアの管理運営に係る会計処理に関して、財務規程の一部を変更するよう指示することができるものとする。
なお、管理運営に係る会計処理は、指定管理業務と任意業務に係る分、指定管理者の他の事業と区分して経理すること。

また、物販・飲食事業収入及び自主事業収入について、明確に区分すること。
第12　財産の帰属等
１　物品の管理
指定管理者は、県の所有に属する物品については、熊本県物品取扱規則に基づいて取り扱う
こと。

現在県が所有している備品は、別添物品台帳のとおり。
指定管理者は物品管理簿を備えて、その保管に係る物品を整理し、県の所有に属する物品の
廃棄等の異動について、随時、県と協議し承認を得なければならない。
２　指定管理者が自己資金で購入しようとする備品について
指定管理者が自己資金で備品等を設置しようとする場合についても、あらかじめ県と協議し、
承認を得ること。
第13　商品在庫

指定管理期間が終了する時点で、指定管理者が所有する「第５　業務内容」１くまモンスクエアの運営に関する業務【指定管理業務】及び３自主事業【任意業務】に記載する業務を行うにあたって仕入れた商品在庫については、次期指定管理者が必要とするものは仕入価格で次期指定管理者へ売却することができる。
次期指定管理者が必要としない商品については、指定管理者の責任により処分すること。
なお、指定管理期間終了後に在庫を他へ転売又は販売することはできない。
第14　著作権等

　　本指定管理業務の遂行にあたって制作された作品の所有権、著作権法（著作権法第27条及び第28条に規定された権利を含む。）上の一切の権利及びその処分権は熊本県に帰属する。　

なお、著作者人格権は行使しない。

第15　業務を実施するに当たっての注意事項
業務を実施するに当たっては、次の各項目に留意して円滑に実施すること。
１　指定管理者がくまモンスクエアの管理運営に係る各種規定・要綱等を作成する場合は、県
と協議を行うこと。
２　各種規定がない場合は、県の諸規定に準じて、あるいはその精神に基づき業務を行うこと。
３　その他、仕様書に記載のない事項については県と協議を行うこと。
第16  協議
指定管理者は、この仕様書及び協定書に規定するもののほか、指定管理者の業務の内容及び処理について疑義が生じた場合は、県と協議し決定する。
（財産台帳）
１　名　称　くまモンスクエア

２　所在地　熊本市中央区手取本町８－２　テトリアくまもとビル１階

３　くまモンスクエアの概要
	区　　分
	内　　　容

	施　　設
	・全体面積　　　　　206.61㎡ (62.61坪) 

・天井高　　　　　　3.9m

・床　　　　　　　　ＯＡフロア

	設　　備
	・電気　　　　　　　動力電源　３相３線　200V・20Kw
　　　　　　　　　　一般電源　単相３線　100V／200V　60A×２系統

・通信回線　　　　　光回線
・バトン　　　　　　リモコン操作自動巻き上げ式　W=４m　耐荷重15Kg

・水道設備　      　二層シンク１カ所

・ガス設備　      　元栓のみ有り
（使用に当たっては別途使用申請、契約等が必要）

・照明　　　　　　　ダウンライト（ＬＥＤ）     　　 36台

　　　　　　　　　　ペンダントライト　　　　　　　　４台

　　　　　　　　　　ベースライト　　　　　　　　　　25台


（物品台帳）
	明細コード・品名
	備品番号
	製品名
	品質・規格

	20013806  原動機付自転車
	0236862
	小型バイク「モンキー・くまモンバージョン」
	全長/全幅/全高(mm)1,356×600×850  車両重量(kg)68  総排気量(cc)49

	20117106　冷凍冷蔵庫
	0339741
	ホシザキ業務用冷蔵庫
	ホシザキ　ＨＲＦ－９０ＢＴ　　

	20133709　空気清浄機
	0303156
	空気清浄機能付オゾンガス発生装置
	タムラテコ　ＢＴ－１８０Ｈ

	20183301　液晶ビジョン
	0234666
	テレビモニター
	ソニー　ＫＤＬ－４６ＨＸ６５Ｒ

	20204304  製氷器
	0234686
	チップアイス製氷機
	W600×D600×H800

	20204805  電子レンジ
	0234689
	電子レンジ
	W510×D360×H306

	20299901  その他（その他）
	0021013
	デンドウシヨウコウバトン
	デンドウシヨウコウバトン　
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